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Ⅰ ほ じ め に

学童期にある′ト児の看護で他にはみられ夜h問題点として､勉強や友人との交流に対しての配慮

があげられます｡学童にとって学校生活か ら離れることによる障害は大きく､まして長期になれば夜

走る程､容易に学校-戻ることがむずかしく売ってしまいますo入院のままでJJ､学校へ入学した子

クラスがえの為に友人との間も希薄にな りつつある子､進級できたものの前学年の半分もわからな

い子など､一人一人こうした幾多の問題をかかえ夜が ら入院生活を送 っています｡今まで忙 しい業

務の中にあって問題を感 じ友が ら慮児の生活時間､勉強について具体的な計画をたてたり､継続的

に指導援助することのできなかった点を反省 し､四月というよい時期にあって､また､他の病院で

は学級静圧 ができたとい うこともあり考えさせ られましたO細かい学習指導は私たちにはできませ

んが､学校の事､友人の事を忘れをい ようにすることや､少しでも知識欲を刺致し､学び-の自主

性 を育てることに力を入れてやってみようと始めましたO もちろんこれから継続させていくことが

重要なことですが､この短期間でまとめたものを発表したいと思いぜす｡

Ⅱ 症 例 紹 介

対象 となる患児

1. 学童期にある屠児

2.看護婦の判断による学習可能走者 もしくは医師の許可のある者

(表11

性別 年令 学 年 入院年月日 病 名 住 所

A 8 i 小 1 S49.4 白血病 市 内

B 守 占 1 849.21 7レルギー性亜敗血症 下伊那郡

C ? 8 5 849.5 後腹陸将傷 市 内

Tl 早 8 5 S49.4 腎孟腎炎 市 内

F. 守 9 4 S48.10 紫斑病性腎炎 市 内

F 8 9 4 849.4 肥満症 下伊都郡

a 8 10 5 ._q49.5 不明の発熱の精査 市 内

ti 8 15 最終学年5 E;47.5 悪性胸晩鐘の術後 ~ 庶田市

丁 守 15 最終学年る 847.ll 重症筋無力症 上田市

J 8 14 中5 949.∠トち 糖尿病 丸子町

a 早 12 中1 S49.4 細網内皮症 市 ,n

一急性期を脱 して安定した時期にある子です｡
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m 看護計画及び実施

(目標 )

学習を通 して学ぶ 自主性を育て､学校-の復帰を援助するとともに入院生活をけじめあるものとす

る○

(問題点とその対策 )

t 子どもの生活時間がバラバラでけじめがない.

対策

a 一 日の生活時間表を作 り各病室-は りわか りやす くする｡

b 毎 日の生活実態を調べる.

2. 自主的に勉強する子がほとんどいない

対策

a 勉強時間を11時から11喝=50分と決めるo

b 指導する人は一号室の受け持ちがあたる｡

C 勉強する場所をみん希でいっしょにできるよう一ヶ所に決める.

5.学校 との結びつきが疎縁にな りがちである｡

対策

学校の担任教師へ連絡をとり､病状を知らせ､クラスの状況及び進路について知 らせてVlただ

く｡

(実施及び評価 )

<問題点1>
対策aKついて

子どもたちが-'日の生活時間を明拓にすることができ､入院時のオ 1)エンテ-ションで子 ども

や家族に説明しやすく走ったOまた､子どもも表をみなが らよくわかると喜んでいた｡

対策 bについて 表2 せいかつひ L5,1
正当にダラダラしているのかという疑問をもち､ .｡

子どもたちの生活実態をつかもうと行なうことに

した｡午前9時から午後 4時までを1時間毎に区

切 り､6段階に分けて記号をもって記入 した｡

例えば､勉強をA､遊びをBなどであるO これを 1

2週間行売った｡が､結果 としては､ぶらぶ らし

ている時間が多く､遊びとい うのでも克く､ボケ

クとしていたり､ ウロウt]してV}た りする時間が S

多くあったDこの調査か らみて､勉強する時間壮

守 られたが､その他の時間に自主的に勉強する子

は少なかった｡

<問題点2>
対策 aKついて

､､＼､

けんもん･-一･･･一･=;弓に一･････けL も ん

処置の時間､面会時間をのぞき､看護婦の比較的時間のとりやすい時を選び､子どもたちと相

談のうえ決めた｡勉強時間は守 られ､11時か ら11時50分という時間を選んだのはよく､昼

食まで一時間をみたことは､50分以上続けて勉強 したいという子にはよか った0
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対策bについて

忙 しい喝､勤務者の少女い喝をどみてあげることができませんで したが､子 どもたちは自主

的にやっていたようです｡しか し､忘れていたり､ ｢みてくれたい とやらをい｣という子 もい

てやは り指導してやる必要があった｡

対策 cKついて

勉強時間の雰囲気をもつため､看護婦が指導 しやす くするため一ヶ所としたが､部屋がない

とい うことや子どもたちの希望で各自のベ ット上で行なうことになった0-号垂､二号室と分

かれたのは､指導する側I,r-とってはたい-んだったが､患児一人-^が独自の時間をもっこと

ができよかった｡

<問題点5>
対策について

前述の症例だけでなく､急性期にある学童も対象として担任教師に手紙 (表5を参照 して下

さい )を出したが､研究期間が短かかったために十分な結果が得 られず､前述の症例のAは連

絡tn:エD面会にいらして下さり､ C!.E ･Fは連絡以前にクラス中の友人の手紙や千羽鶴によ

って交流をもって下さ り､病院 と学校 との謹びつきを保つためには重要であると思われました｡

宋5

長期入院患者-の面会 (通信 )のお騎い

先生

前略

入院中の患者にとって､病気の治療に専念することはもちろんですが､心身ともに成長

途上にある小児にとれ 入院中も学習 していく姿勢をもち､より規則正しい生活を送 り退

院後少 しでもすみやかに学校生活にもどれるように働きかけていくことが大切 と思われま

す｡そのためにも是非,学校との連絡を密売ものとしていきたいと思いますO

ますます御多忙のことと存 じTiすが､当科入院中の さんの近況をお知 らせするととも

ともに入院生活も長期にを9ました恩児-の面会 (通信 )をお既h いたします.

さんの入院生活の状況

よろしくお願いいたします0

倍大病院′ト児科

Ⅳ 考 察

成人看護にあって看護の目標 ともなるべき社会復帰 とい うことが､′ト児にとっても大き夜間題で

な くては走 りTiせん｡最 も成長の著 しい学童期において入院 したがためにその日々を無意味に退官

せてはならないとい う願いをもちつつあたってきずしたO

年令差のある大部昆でつきそいもついているところで妊周 りにじゃまされて一人で何かを行なう

という時間をもっことがほとん ど不可能でした｡しか し､50分でも一人静かに読書する時間をも

っことができると喜んでV,た中学生もいました｡また逆に一人では何をしてよいのかわからず､A

て (九をくてはいやだとい う子 もいました｡勉強時間とはい うものの国語､算数 といったものだけ

が学びの対象では友く､何.かな学びとり創作 Ll考えてい くこと､つまり､その活動や経験が人間

の成長発達をもたらすとい うことはいうまでもあ9ませんOその意味においてこうした時間をもう

けることが検温の時間と同様に小児病棟には必要であるということを改めて考えさせ られ､結果と

してエか ったと思 うと同時に､一歩進んだ､ H,j､児看護 とは 7 Jという疑問にぶつか り､私たちが

行なっていかねばならない働きの大き巷を思わせ られています.｢また寝て食べて一日の活動のすべ
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てを同じべ ツTL上で行表う以上､時間の区切 りを理解させることは無理があ り､みんなでそろって

行なうことの1･きる場所の必要性を感 じ､今この場所を確保することのできたいことを残念に思 っ

ていますO-つの計画された事柄を実行するには不変であってはならない牲ずですが､Vlつどのよ

うに変るかわか らたい病棟内の事情で､ ｢ち 'っと待 って､もう少しした らみてあげるか ら.｣夜ど

ということもしばしばありましたが､11時から勉強時間と決めてからしばらくして､ ′サ7-ll

時だ､勉強だPという子どもの声を耳にした時はガラス越 しに子 どもたちの姿をみつつすくわれる

思レ､で したo

この短期間に行なわれたことが､これでおしまいではなく､むしろこれから行なってい くことが､

私たちの大きな課題 となりましたo忙しいとい う言葉に負けることなく､子 どもたちの明日とい う

時に希望をもちつつ､ よりよい′｣､児着意をめざしてがんばりたいと思っています.
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